
　

近
代
化
と
い
う
名
の
下
で
、
日
本
は
ど
ん
ど
ん
と
欧
米
に
染

ま
っ
て
い
き
、
迎
合
し
て
い
き
ま
す
。

　

明
治
維
新
の
理
想
を
追
求
し
続
け
る
人
々
は
、
そ
う
い
う
一
方

的
な
欧
米
化
の
流
れ
を
止
め
な
い
と
い
け
な
い
、
と
い
う
考
え
に

至
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
未
完
成
な
る
維
新
を
完
成
さ
せ
よ
う
と
い

う
理
想
に
起
因
す
る
も
の
で
し
た
。

　

不
平
等
条
約
は
、
幕
末
の
徳
川
幕
府
が
結
ん
だ
も
の
で
し
た
。

当
然
、
新
政
府
の
政
権
中
枢
に
あ
っ
た
薩
長
の
人
た
ち
も
改
正
は

し
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
は
小
手
先
だ
け
の
改
定
を
す
る
こ

と
し
か
で
き
な
い
状
況
で
し
た
。

　

当
時
の
条
約
改
正
の
論
議
は
、
今
の
憲
法
改
正
論
議
に
も
繋つ

な

が
っ
て
い
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
が
戦
後
、
日
本
に
押
し
付
け
た『
日
本
国
憲
法
』の
改

＜

第
一
章＞

す
べ
て
は
国
民
を
守
る
た
め
に

　

〜
明
治
政
府
に
抗
っ
た
人
々
③
〜

⃝

明
治
の
不
平
等
条
約
改
正
か
ら
見
る
憲
法
改
正

　

―
―
来
島
恒
喜
烈
士
が
投
擲
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

爆
裂
弾
の
意
義
―
―

　

こ
こ
で
改
め
て
、
日
本
近
代
化
の
ス
タ
ー
ト
と
い
わ
れ
る
明
治

維
新
を
考
え
て
み
ま
す
。

　

明
治
維
新
後
の
状
況
と
し
て
は
、
不
平
等
条
約
の
改
正
と
薩
長

藩
閥
政
府
の
政
治
に
よ
っ
て
、
明
治
新
政
府
が
始
動
し
ま
す
。

● 

第
4
回

正
を
唱
え
る
保
守
的
な
人
々
の
中
に
在
っ
て
も
、
日
本
の
非
武
装

を
謳
っ
て
い
る
九
条
の
部
分
だ
け
改
正
す
れ
ば
良
し
、
と
す
る
意

見
が
結
構
多
く
あ
る
よ
う
で
す
。

　

私
は
、
憲
法
改
正
に
つ
い
て
考
え
る
時
に
、
い
つ
も
思
い
起
す

の
が
、
玄
洋
社
や
来
島
恒
喜
が
、
身
を
挺
し
て
阻
止
し
た
条
約
改

正
に
就
て
で
す
。

　

明
治
二
十
二（
一
八
八
九
）年
に
、
政
府
が
断
行
し
よ
う
と
し
た

条
約
改
正
は
、「
大
審
院
に
四
名
の
欧
米
人
判
事
を
任
命
し
、
外

国
人
が
被
告
の
場
合
に
は
、
外
国
人
判
事
を
多
数
と
し
て
合
議
裁

判
す
る
」と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
玄
洋
社
を
は
じ
め
と
す
る
国
民
世
論
は
、「
独

立
国
と
し
て
の
体
面
を
汚
損
す
る
」と
し
て
、
激
し
く
反
発
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
次
の
よ
う
な
条
約
改
正
に
反
対
す
る
意
見
書
を

政
府
に
提
出
し
ま
し
た
。

一
、
我
が
国
の
主
権
を
損
う
。

二
、
憲
法
の
精
神
に
違
反
す
る
。

三
、
治
外
法
権
の
撤
廃
を
期
し
難
く
す
る
。

四
、
内
政
干
渉
の
端
を
開
く
。

五
、
課
税
権
が
得
ら
れ
な
い
。

　

同
年
十
月
十
八
日
、
政
府
に
よ
る
条
約
改
正
を
強
行
に
推
し
進

め
る
大
隈
重
信
外
相
に
対
し
て
、
来
島
恒
喜
は
日
本
の
独
立
を
守

る
た
め
に
、
そ
れ
を
阻
止
す
る
べ
く
、
爆
裂
弾
を
投
擲
し
た
直
後
、

壮
烈
な
自
決
を
遂
げ
ま
し
た
。
来
島
烈
士
の
生
命
を
懸
け
た
行
動

に
よ
っ
て
、
政
府
に
よ
る
屈
辱
的
な
条
約
改
正
は
阻
止
す
る
こ
と

が
で
き
、
日
本
は
独
立
国
家
と
し
て
国
際
的
な
地
位
を
守
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
す
。

　

―
―
国
際
法
上
違
法
に
制
定
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
日
本
国
憲
法
』―
―

　　

戦
争
に
よ
っ
て
破
れ
た
日
本
を
占
領
し
て
、
支
配
下
に
置
こ
う

と
し
た
ア
メ
リ
カ
が
、
占
領
基
本
法
と
し
て
日
本
に
押
し
付
け
た

の
が
、『
日
本
国
憲
法
』で
す
。

　

明
治
四
十（
一
九
〇
七
）年
、
日
本
を
は
じ
め
連
合
国
は
、「
陸

戦
の
法
規
慣
例
に
関
す
る
条
約
」す
な
わ
ち『
ヘ
ー
グ
条
約
』に
締

結
し
て
い
ま
し
た
。

　
『
ヘ
ー
グ
条
約
』の
条
約
付
属
書「
陸
戦
の
法
規
慣
例
に
関
す
る

規
則
」の
第
四
十
三
条「
占
領
地
の
法
律
の
尊
重
」に
は
、「
国
の
権

力
が
事
実
上
、
占
領
者
の
手
に
移
り
た
る
上
は
、
占
領
者
は
、
絶

対
的
の
支
障
な
き
限
り
、
占
領
地
の
現
行
法
律
を
尊
重
し
て
、
成
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る
べ
く
公
共
の
秩
序
お
よ
び
生
活
を
回
復
確
保
す
る
た
め
施
し
得

べ
き
一
切
の
手
段
を
尽
く
す
べ
し
」と
規
定
し
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り『
ヘ
ー
グ
条
約
』で
は
、
は
っ
き
り
と
、「
占
領
地
の
現

憲
法
を
尊
重
」す
べ
き
こ
と
を
謳
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
の『
ヘ
ー
グ
条
約
』を
無
視
し
て
、
占
領
軍
と
い
う
暴
力
を
背

景
と
し
て
日
本
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
が
、『
日
本
国
憲
法
』を
国
際

法
上
違
法
に
押
し
付
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
す
。
そ
れ

は
憲
法
と
は
名
ば
か
り
で
、
実
は『
日
本
国
憲
法
』は
、
国
の
最
高

法
規
で
あ
る
憲
法
で
は
な
く
、
占
領
基
本
法
と
し
て
の
暫
定
法
的

な
法
律
に
し
か
過
ぎ
な
い
も
の
で
す
。

　

さ
ら
に
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
第
十
項
に
は
、「
民
主
主
義
的
復
活
強

化
に
対
す
る
、
一
切
の
障
礙
を
除
去
す
べ
し
」と
明
記
さ
れ
て
お
り
、

連
合
国
が
日
本
に
求
め
た
の
は
、『
大
日
本
帝
国
憲
法
』の
運
用
面

に
お
け
る
支
障
を
取
り
除
く
こ
と
で
あ
り
、『
大
日
本
帝
国
憲
法
』

そ
の
も
の
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ『
大
日
本
帝
国
憲

法
』の
法
秩
序
の「
復
活
強
化
」規
定
し
て
い
た
の
で
す
。

　

そ
れ
を
ア
メ
リ
カ
は
今
日
、
対
中
、
対
露
、
対
北
朝
鮮
、
対
中

東
な
ど
を
標
的
と
し
た
、
自
国
の
世
界
戦
略
の
コ
マ
と
し
て
日
本

を
組
み
込
む
た
め
に
、
日
本
に
押
し
付
け
た
占
領
基
本
法
で
あ
る

『
日
本
国
憲
法
』を
、
彼
ら
に
と
っ
て
都
合
が
い
い
部
分
だ
け
の
改

正
す
る
べ
く
、
日
本
に
圧
力
を
加
え
て
行
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
が
、
非
武
装
を
謳
っ
た
憲
法
九
条
の
改
正
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
背
景
の
中
で
、
憲
法
第
九
条
を
部
分
改
正
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
日
本
の
占
領
体
制
を
さ
ら

に
強
化
せ
し
め
、
日
本
が
完
全
に
ア
メ
リ
カ
の
植
民
地
と
な
る
た

め
と
な
る
の
で
、『
日
本
国
憲
法
』の
部
分
的
な
改
正
を
断
じ
て
し

て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
占
領
基
本
法
で
あ
る『
日
本
国
憲
法
』を
部
分
改
正
す
る

と
い
う
こ
と
は
、
占
領
基
本
法
で
あ
る『
日
本
国
憲
法
』を
憲
法
と

し
て
日
本
が
容
認
し
た
こ
と
を
意
味
し
、
永
久
に
占
領
基
本
法
に

よ
っ
て
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ
に
支
配
さ
れ
続
け
る
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

―
―
今
で
も
有
効
な『
大
日
本
帝
国
憲
法
』―
―

　

憲
法
を
改
正
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
占
領
基
本
法
で
あ
る『
日
本

国
憲
法
』を
堂
々
と
破
棄
し
て
、『
大
日
本
帝
国
憲
法
』を
復
原
し

て
改
正
す
る
こ
と
が
正
道
で
す
。

　
『
大
日
本
帝
国
憲
法
』は
今
で
も
生
き
て
い
ま
す
。

　
『
大
日
本
帝
国
憲
法
』の
第
二
章「
臣
民
権
利
義
務
」の
中
の
第

三
十
一
条
に
は
、「
本
章
に
掲
げ
た
る
条
規
は
、
戦
時
ま
た
は
国

家
事
変
の
場
合
に
於
い
て
天
皇
大
権
の
施
行
を
妨
ぐ
る
こ
と
な

し
」と
い
う
定
め
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
第
二
章
に
定
め
て
あ
る
国
民
の
権
利
や
義
務
に
関
す

る
諸
規
定
は
、
戦
争
や
内
乱
の
よ
う
な
非
常
事
態
に
際
し
て
、
国

家
の
存
立
の
た
め
に
必
要
で
や
む
を
得
な
い
よ
う
な
場
合
に
は
、

天
皇
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
効
力
を
一
時
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
て
、
非

常
事
態
を
乗
切
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
意
味
の
規
定
で
す
。

こ
れ
が
、
い
わ
ゆ
る「
非
常
大
権
」に
関
す
る
規
定
な
の
で
す
。（
小

森
義
峯『
改
憲
へ
の
探
求
』）

　

大
東
亜
戦
争
の
終
結
に
あ
た
り
、
昭
和
天
皇
は
、『
終
戦
の
詔

勅
』の
冒
頭
に
は
、

　
「
朕
深
く
世
界
の
大
勢
と
帝
国
の
現
情
と
に
鑑
み
、
非
常
の
措

置
を
以
て
時
局
を
収
拾
せ
ん
と
欲
し
、
茲
に
忠
良
な
る
爾
臣
民
に

注
ぐ
。
朕
は
帝
国
政
府
を
し
て
米
英
支
蘇
四
国
に
対
し
、
そ
の
共

同
宣
言
を
受
諾
す
る
旨
、
通
告
せ
し
め
た
り
」

　

と
仰
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受
諾
に
よ
る
終
戦
は
、「
非
常
の
措
置
」で

あ
っ
た
こ
と
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
大
東
亜
戦
争
は
、
昭
和
天
皇
の
ご
聖
断
と
い
う「
非
常

の
措
置
を
以
て
」、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
、
終
戦
に
至
っ
た
の

で
す
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て『
大
日
本
帝
国
憲
法
』は
、
第
二
章
第
三
十
一
条

の
規
定
に
従
っ
て
、「
非
常
大
権
」が
発
動
さ
れ
、『
大
日
本
帝
国

憲
法
』は
一
時
、
ス
ト
ッ
プ
さ
れ
た
の
で
す
。

　

昭
和
二
十
七（
一
九
五
二
）年
四
月
二
十
八
日
に
発
効
し
た
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
に
よ
っ
て
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
は
失
効
し

ま
し
た
。

　

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
が
失
効
し
た
時
点
で
、「
非
常
大
権
」の
発
動
は
、

自
ず
と
解
除
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
ぜ
な
ら
ば
、「
非
常
大
権
」の
発
動
は
、
非
常
事
態
を
乗
り
切

る
た
め
の
必
要
最
小
限
度
に
止
ま
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
そ
の
濫
用

は
け
っ
し
て
許
さ
れ
な
い
か
ら
で
す
。

　

従
っ
て
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
の
発
効
に
よ
っ
て
、

非
常
事
態
が
去
っ
た
が
故ゆ

え

に
、
直
ち
に「
非
常
大
権
」を
解
除
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
終
戦
の
ご
聖
断
に
基
づ
く「
非
常
大
権
」の
発
動
は
、
ポ

ツ
ダ
ム
宣
言
の
受
諾
に
関
連
し
た
も
の
で
す
か
ら
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣

言
が
失
効
し
、
占
領
が
解
除
さ
れ
た
時
点
に
於
い
て
、
換
言
す
る

な
ら
ば
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
が
発
効
し
て
時
点
に
お

い
て
、
必
然
的
に
非
常
大
権
は
解
除
さ
れ
た
も
の
だ
と
、
考
え
な

く
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

　

つ
ま
り
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
が
発
効
し
た
時
点
で
、

「
非
常
大
権
」の
発
動
が
解
除
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、「
非
常
大
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権
」の
発
動
に
よ
っ
て
停
止
さ
れ
て
い
た『
大
日
本
帝
国
憲
法
』が

そ
の
時
点
で
、
全
面
的
に
復
原
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

　

―
―『
大
日
本
帝
国
憲
法
』復
原
、
改
正
―
―

　
「
非
常
大
権
」の
発
動
が
解
除
さ
れ
、『
大
日
本
帝
国
憲
法
』が
復

原
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
占
領
基
本
法
で
あ
る『
日
本
国
憲
法
』は

必
然
的
に
効
力
を
失
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
そ
の
こ
と
を
国
会
で
宣
言
さ
え
す
れ
ば
、
即
日
、『
大

日
本
帝
国
憲
法
』は
復
原
さ
れ
、
占
領
基
本
法
で
あ
る『
日
本
国
憲

法
』は
即
日
無
効
と
な
り
ま
す
。

　

昭
和
四
十
四（
一
九
六
九
）年
八
月
一
日
、
岡
山
県
奈
義
町
の
町

議
会
に
お
い
て
、『
日
本
国
憲
法
』の
無
効
を
宣
言
し
、「『
大
日

本
帝
国
憲
法
』復
原
決
議
」を
可
決
し
て
い
る
こ
と
は
特
筆
す
べ
き

こ
と
で
す
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
日
本
占
領
体
制
の
上
で
、

権
力
を
行
使
し
、
利
権
を
貪
っ
て
い
る
ポ
ツ
ダ
ム
政
党
の
自
民
党

が
、
独
裁
的
に
支
配
す
る
政
府
に
は
、
日
本
を
対
米
独
立
さ
せ

る
と
い
う
意
思
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
彼
ら
に
と
っ
て
、
日
本
が
、

ア
メ
リ
カ
に
占
領
さ
れ
た
ま
ま
の
方
が
、
権
力
と
利
権
が
独
占
で

き
て
、
そ
の
方
が
都
合
が
よ
い
か
ら
で
す
。

　
『
大
日
本
帝
国
憲
法
』を
復
原
し
て
か
ら
、
そ
れ
を
現
代
に
適
合

す
る
形
で
の
改
正
は
必
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
、『
大

日
本
帝
国
憲
法
の
復
原
、
改
正
』な
の
で
す
。
こ
れ
こ
そ
が
憲
法

改
正
の
王
道
で
す
。

　
『
大
日
本
帝
国
憲
法
』復
原
、
改
正
を
せ
ず
に
、
憲
法
改
正
を
す

る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
自
主
憲
法
を
制
定
し
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

　

憲
法
改
正
に
は
、
こ
の
二
つ
し
か
道
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

も
し
、『
日
本
国
憲
法
』の
第
九
条
を
部
分
改
正
す
る
場
合
に
は
、

「
日
米
安
全
保
障
条
約（
日
米
安
保
条
約
）」と「
日
米
地
位
協
定
」、

そ
れ
に
日
本
の
国
策
を
ア
メ
リ
カ
軍
主
導
で
決
定
す
る「
日
米
合

同
委
員
会
」の
三
つ
の
解
散
を
セ
ッ
ト
と
し
て
、
当
然
破
棄
し
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
『
日
本
国
憲
法
』制
定
と「
日
米
安
保
条
約
」お
よ
び「
日
米
地
位

協
定
」そ
れ
に「
日
米
合
同
委
員
会
」を
セ
ッ
ト
に
し
て
、
ア
メ
リ

カ
が
、
戦
後
の
日
本
を
彼
ら
の
軍
政
下
に
置
く
た
め
に
、
日
本
に

押
し
付
け
た
も
の
と
だ
と
い
う
こ
と
を
知
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
の
圧
力
に
よ
っ
て
、『
ヘ
ー
グ
条
約
』と
い
う
国
際
法

違
反
の
下
で
制
定
さ
れ
た
、『
日
本
国
憲
法
』と
い
う
名
の「
占
領

基
本
法
」の
第
九
条
を
部
分
改
正
し
た
場
合
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の

世
界
戦
略
の
た
め
に
、
日
本
人
の
尊
い
血
が
流
さ
れ
、
日
本
の
自

衛
隊
は
、
ア
メ
リ
カ
の
コ
マ
と
し
て
、
完
全
に
ア
メ
リ
カ
軍
に
組

み
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
に
押
し
付
け
ら
れ
た『
日
本
国
憲
法
』が
、
今
度
は
再

び
、
ア
メ
リ
カ
の
要
求
に
よ
っ
て『
日
本
国
憲
法
』改
正
が
な
さ
れ

る
の
で
あ
れ
ば
、
尚
更
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
日
本
を
完
全
な
植

民
地
化
す
る
も
の
で
す
。

　

日
米
安
保
体
条
約
と
日
米
地
位
協
定
の
体
制
下
に
日
本
が
置
か

れ
て
い
る
現
在
、
特
に『
日
本
国
憲
法
』第
九
条
の
改
正
に
つ
い
て

は
、
極
め
て
慎
重
に
な
ら
な
く
て
は
ら
な
い
重
要
な
事
柄
で
す
。

　

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
安
倍
晋
三
首
相
は
、
第
九
条
の
改
正

を
単
に
自
衛
隊
を
明
記
す
る
だ
け
の
部
分
改
正
で
推
し
進
め
よ
う

し
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
根
本
的
に
占
領
基
本
法
で
あ
る『
日
本
国
憲
法
』を

“
憲
法
”だ
と
い
う
か
ら
誤
解
を
招
く
の
で
す
。『
日
本
国
憲
法
』は
、

あ
く
ま
で
も
占
領
基
本
法
で
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
を
強
く
認
識

し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

く
ど
い
よ
う
で
す
が
、『
日
本
国
憲
法
』第
九
条
の
問
題
は
、「
日

米
安
保
条
約
」と「
日
米
地
位
協
定
」、
そ
れ
に「
日
米
合
同
委
員

会
」が
セ
ッ
ト
な
の
で
す
。

　

つ
ま
り
、
戦
争
放
棄
と
非
武
装
と
を
謳
っ
た
第
九
条
が
あ
る
代

わ
り
に
、
そ
れ
を
補
う
も
の
と
し
て
、「
日
米
安
保
条
約
」と「
日

米
地
位
協
定
」お
よ
び「
日
米
合
同
委
員
会
」を
セ
ッ
ト
で
日
本
に

押
し
付
け
た
の
で
す
。
こ
の
仕
組
み
こ
そ
、
ア
メ
リ
カ
の
植
民
地

下
に
日
本
が
置
か
れ
て
い
る
事
実
を
如
実
に
現
し
て
い
ま
す
。

　
「
日
米
安
保
条
約
」に
よ
っ
て
、
日
本
に
配
備
さ
れ
て
い
る
ア

メ
リ
カ
軍
は
、“
在
日
米
軍
”と
一
般
的
に
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、

は
っ
き
り
言
っ
て
彼
ら
は
、
日
本
の
敗
戦
と
共
に
日
本
を
占
領
し

た“
進
駐
軍
”に
他
な
り
ま
せ
ん
。

　

彼
ら
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
蔓
延
す
る
中
、
感
染
し
た

ア
メ
リ
カ
兵
の
正
確
な
人
数
な
ど
を
、「
日
米
地
位
協
定
」を
楯
に

と
っ
て
開
示
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

彼
ら
の
感
染
を
通
し
て
、
ア
メ
リ
カ
軍
基
地
か
ら
日
本
の
市
中

に
感
染
が
拡
大
す
る
危
険
性
が
あ
っ
て
も
、
彼
ら
は
そ
の
責
任
を

一
切
取
る
こ
と
は
な
い
の
で
す
。

　

悲
し
い
こ
と
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
日
本
は
独
立
国
で

は
な
く
、
プ
エ
ル
ト
リ
コ
と
同
格
で
し
か
な
い
の
で
す
。

　

―
―
日
米
同
盟
と
い
う
名
の
幻
―
―

　

自
衛
隊
は
現
在
、
決
し
て
国
軍
と
言
え
る
存
在
で
は
な
く
、
ア

メ
リ
カ
軍
の
兵
站
部
隊
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
問
題
で
、
米
空
母
の
後
ろ
に
旭
日
旗
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を
揚
げ
て
日
本
の
イ
ー
ジ
ス
艦
が
く
っ
つ
い
て
い
ま
し
た
。

　

た
し
か
に
北
朝
鮮
の
脅
威
に
対
し
て
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ
に

守
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
ア
メ
リ
カ
が
日
本
を

守
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
北
朝
鮮
が
ミ
サ
イ
ル
を
日
本
に
落
す
抑
止

力
と
も
な
り
ま
す
。

　

そ
の
逆
に
ア
メ
リ
カ
軍
の
基
地
が
日
本
に
あ
る
か
ら
こ
そ
、
そ

の
た
め
に
北
朝
鮮
を
は
じ
め
、
中
国
、
ロ
シ
ア
の
ミ
サ
イ
ル
が
、

日
本
を
狙
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　

そ
う
し
た
今
日
の
時
局
は
、
大
い
に
矛
盾
が
孕
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
米
空
母
に
旭
日
旗
を
掲
げ
た
護
衛
艦
が
ま
る
で
腰
巾

着
の
よ
う
に
く
っ
つ
い
て
い
る
屈
辱
の
姿
を
見
な
が
ら
も
、
そ
う

せ
ざ
る
を
得
な
い
国
際
情
勢
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
つ
つ
、
日
本

の
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
独
立
を
慎
重
か
つ
真
剣
に
考
え
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

　

北
朝
鮮
は
、
日
本
が
置
か
れ
て
い
る
現
在
の
情
況
を
よ
く
認
識

し
て
お
り
、
日
本
を
独
立
し
た
国
家
と
し
て
認
め
て
い
ま
せ
ん
。

従
っ
て
彼
ら
は
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ
の“
追
随
勢
力
”と
し
か
見
做

し
て
お
ら
ず
、
そ
う
呼
ん
で
い
ま
す
。
実
に
口
惜
し
い
限
り
で
す

が
、
一
面
そ
れ
は
、
日
本
の
現
状
を
よ
く
理
解
し
た
、
的
確
な
表

現
だ
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

七
十
五
年
前
を
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。
日
本
の
若
い
人
た
ち

が
特
攻
隊
に
志
願
し
、
飛
行
機
を
操
縦
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
航
空

母
艦
を
目
が
け
て
、
突
っ
込
ん
で
亡
く
な
っ
て
い
っ
た
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

　

何
で
、
大
学
生
な
ど
知
識
が
あ
る
若
い
人
々
が
、
特
攻
隊
員
と

し
て
散
華
し
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

日
本
は
ア
メ
リ
カ
に
勝
つ
た
め
に
、
特
攻
を
し
た
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

特
攻
と
い
う
必
死
壮
烈
な
戦
法
を
貫
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本

は
ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
、
正
々
堂
々
と
戦
っ
た
、
光
輝
あ
る
民
族

の
誇
り
を
堅
持
す
る
こ
と
で
、
威
武
の
精
神
を
示
し
つ
つ
、
ア
メ

リ
カ
と
対
等
な
立
場
で
講
和
に
導
く
た
め
に
特
攻
を
し
た
の
で
す
。

　

敗
戦
国
と
な
る
日
本
が
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
屈
辱
を
味
わ
う
こ

と
が
な
い
よ
う
に
と
、
当
時
の
若
者
た
ち
は
愛
す
る
祖
国
、
愛
す

る
家
族
の
た
め
に
必
死
の
肉
弾
行
を
敢
行
し
た
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
今
日
、“
日
米
同
盟
”と
い
う
言
葉
が
当
た
り
前
の
よ

う
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
米
同
盟
だ
と
言
っ
て
も
、
同
盟
関
係
を
謳
っ
た
条
文
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

あ
る
の
は
、「
日
米
安
全
保
障
条
約（
日
米
安
保
条
約
）」と「
地

位
協
定
」、
そ
れ
に「
日
米
合
同
委
員
会
」だ
け
で
す
。　
　

　

日
米
同
盟
と
い
う
言
葉
は
、
日
本
が
ア
メ
リ
カ
の
植
民
地
化
に

置
か
れ
て
い
る
こ
と
を
隠
蔽
し
、
あ
く
ま
で
も
日
米
が
対
等
の
よ

う
な
立
場
を
偽
装
し
て
、
日
本
国
民
を
騙
す
た
め
の
造
語
で
す
。

　

日
本
政
府
と
日
本
国
民
の
多
く
は
、「
ア
メ
リ
カ
は
、
日
本
を

同
盟
国
と
し
て
大
切
に
し
て
く
れ
る
」と
思
い
込
ん
で
い
る
節
が

あ
り
ま
す
。

　

目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
国
際
情
勢
の
中
で
、
日
米
関
係
も
常
に

変
化
を
し
続
け
て
い
る
の
で
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
日
本
は
、
将
棋
の
コ
マ
に

し
か
過
ぎ
ま
せ
ん
。

　

国
際
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
日
本
と
い
う
コ
マ
は
、
時
と
し
て

「
歩
兵
」に
な
り
、「
桂
馬
」に
変
化
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は「
飛
車
」

や「
角
行
」に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。「
王
手
飛
車
取
り
」が
対
戦

相
手
に
よ
っ
て
か
け
ら
れ
た
場
合
に
は
、「
王
将
」で
あ
る
ア
メ
リ

カ
は
、
躊
躇
す
る
こ
と
な
く
、「
飛
車
」を
捨
て
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
を「
王
将
」と
す
る
将
棋
の
対
戦
相
手
は
、
時
に
は
ロ

シ
ア
で
あ
っ
た
り
、
イ
ラ
ン
や
中
国
、
北
朝
鮮
で
あ
っ
た
り
、
ま

た
は
、
イ
ス
ラ
ム
国
な
っ
た
り
と
、
常
に
変
わ
り
ま
す
。
そ
の
変

化
に
応
じ
て
、
日
本
と
い
う
コ
マ
も
将
棋
を
打
つ
側
が
、「
歩
兵
」

に
し
た
り
、「
桂
馬
」に
し
た
り
、
ま
た
は「
飛
車
」や「
角
行
」に
す

る
な
ど
、
そ
の
役
割
を
自
由
自
在
に
変
化
さ
せ
続
け
て
い
る
の
で
す
。

　

つ
ま
り
日
本
は
、「
日
米
同
盟
」か
ら
常
に
利
益
を
得
て
来
た
の

で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
の
世
界
戦
略
の
変
化
に
よ
っ
て
、
常
に
日

米
関
係
は
不
安
定
な
関
係
を
強
い
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
情

勢
に
よ
っ
て
日
本
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
弊
履
の
如
く
捨
て
去

ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
す
ら
あ
る
の
で
す
。
ま
さ
に「
日
米
同
盟
」は

幻
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
認
識
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
日
本
も
国
際
情
勢
に
よ
っ
て
、
変
化
す
る
ア
メ
リ
カ
の

国
際
情
勢
に
追
随
す
る
の
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
以
外
の
国
と
も

独
自
の
同
盟
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
政
治
的
選
択
が
、

必
要
不
可
欠
な
こ
と
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
対
米
一
辺
倒
に
追
随
す
る
戦
後
政
治
体
制
に

一
刻
も
早
く
終
止
符
を
打
ち
、
国
の
建
て
替
え
立
て
直
し
に
よ
る

救
国
と
、
新
た
な
日
本
を
中
心
と
し
た
、
世
界
の
新
秩
序
を
建
設

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
明
治
維
新
以
来
、
連
綿
と
続
い
た
第
二
維
新
の
思
想

と
精
神
を
継
承
、
実
践
す
る
こ
と
以
外
の
道
は
あ
り
ま
せ
ん
。

田
中 

健
之
（
た
な
か
・
た
け
ゆ
き
）

歴
史
作
家
・
維
新
運
動
家
。
昭
和
38
年
11
月
５
日
生
ま
れ
。
福
岡
市
出
身
。

玄
洋
社
初
代
社
長
平
岡
浩
太
郎
の
直
系
の
曾
孫
で
、
黒
龍
会
を
創
立
し
た
内

田
良
平
の
血
脈
道
統
を
継
承
す
る
親
族
。
拓
殖
大
学
日
本
文
化
研
究
所
近
現

代
研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
研
究
員
を
経
て
、
現
在
、
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー

東
洋
学
研
究
所
及
び
モ
ス
ク
ワ
市
立
教
育
大
学
外
国
語
学
部
客
員
研
究
員
。

日
露
善
隣
協
會
々
長
、
2
0
0
8
年
に
黒
龍
會
を
再
興
し
会
長
に
就
任
。

主
な
著
書
に『
靖
国
に
祀
ら
れ
ざ
る
人
々
』、『
昭
和
維
新
』、『
北
朝
鮮
の
終

幕
』、『
実
は
日
本
人
が
大
好
き
な
ロ
シ
ア
人
』『
横
浜
中
華
街
』な
ど
。『
中
央

公
論
』『
正
論
』、『
歴
史
群
像
』な
ど
の
論
壇
誌
に
多
数
執
筆
。
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